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＜ベッドコントロール＞
・9月中に北病棟女性1床空く予定です。候補あげていきましょう。
人員配置上、総数45名をオーバーしないようにとAOMより話がありました。
＜患者様連絡事項＞
・大久保　すい様～本日分のバルン交換と9/21のバルン交換の指示を頂いています。
本日午後バルン交換16Frで実施しています。
・井畑　芳則様～9/8からの臨時薬処方となっています。
またSSTの指示を頂いています。

・工藤　みず紀様～御家族様と連絡が取れ、父様の仕事の都合で面談希望日時は9/9　14：00～を希望されています。主治医へ報告し調整していきましょう。
・東野　愛様～昨日母様が来院され、外泊を再開していく予定と話されています。
現在診察拒否し主治医が変わったと話している事、奇声が多くなっ
ている事、日課の遅れが見られている事を伝えています。母様へも主
治医は変わったと言っているとの事でした。
・三浦　美幸様～衣類の購入は私物発注で行う事としサイズ測定も行っています。上下セットの衣類とTシャツ、ブラジャー、靴下、持たせる分のリハビリパンツを準備する予定です。次兄様へ衣類代は入院費と一緒に請求がいく事、概算2万円以内で購入できる旨を伝えています。
・竹内　恒子様～肺炎球菌ワクチン実施した事を後見人の弁護士へ伝えています。

・三浦　常雄様～本日、八戸赤十字病院神経内科、糖代謝内科受診のため外出しています。

・小田　沙也加様～携帯電話持ち込みあり本人知りません。母様が携帯使わせないで欲しいと話していたためAユニットリネン庫に収納してあります。母様来院時返却して下さい。

＜注目患者様ケース検討＞
・飯田　修子様～9/5夕食前一時的に大声上げる事、夕食後被害妄想様発言あり本人希望にて19:00レボトミン(25)1T、19:30リスペリドン内用液(2)1P服用しています。昨日は、日中幻聴様の訴えありますが行動化ありません。夕方預けていた指輪がなくなったと話し暴言やスタッフへの物盗られ妄想言動、不機嫌さ見られたため本人の私物を一緒に確認しています。結果としてあった為、本人に紛失に関しては自己責任と伝え渡しています。夕食前リスペリドン内用液希望にて服用されています。「退院や母様の様子について先生と話がしたい」と希望されています。他者と口論、粗暴行為をするなどあったため、引き続き精神状態観察し他者トラブルに注意していきましょう。下村光子様に粗暴行為あり、OTから作業では部屋別々にしていると情報あります。
・高橋　登様～9/4以降痙攣様の症状は見られていません。バイタル問題無く経過しています。食事摂取全量です。四肢の痺れや動きの鈍さはなく、呂律不良もありません。本日4:45頃廊下で転倒し、右後頭部に腫脹と疼痛あり本人希望にてクーリング対応しています。バイタル異常ありません。ふらつき見られる為立ち上がり時転倒注意していきましょう。右前腕外側に擦り傷見られたため、サージパットで保護しています。
・寺地　徳和様～9/4に嘔吐、最高で37.9℃まで体温上昇あり。次の日も前日同様活気無く食事量も少なかったですが昨日は食事量増え各食2/3程度摂取。促しで水分補給も適宜行い経口摂取出来ています。活気も見られるようになっていますが、夕方からの微熱、体熱感や発汗見られています。泌尿器科受診を早めて受診して貰っていきましょう。
・小田　沙也加様～土日とも準夜帯で帰宅要求、感情失禁見られています。独語や空笑も見られています。就床前薬服用後は自室へ戻り夜間は早めの起床ですが、まとまった睡眠とれています。朝には特定男性患者様とテレビのチャンネルについてトラブルが2日連続である為、トラブルに注意して見ていきましょう。朝昼不食あるため水分補給促していきましょう。
・大久保　貴之様～食事で苦手な物が入っていると叫ぶ、不満を話す事があります。好き嫌いが激しく全て対応できない為、ふりかけやのりなど御家族持ち込みのもので対応していきましょう。1度に1つだけ持っていく約束をしていますので統一した対応をしていきましょう。周囲の様子を考えずに一方的に話し掛けたり本人の目の前で「あの人嫌いです」等話す事ある為、他者トラブルになる可能性があります。随時介入していきましょう。

・泉川　ケイ子様～右大腿部付け根の疼痛訴え、移動は車椅子を使用しています。車椅子使用していますが活動性はあり、疎通も良好です。主治医へ整形外科受診について確認していきましょう。
・金山　辰巳様～ビムパットを粉砕しパンやお粥に入れて服用して貰っています。本日外出の為、妻様の協力を得て小さい錠剤にしてから飲ませていくように伝えてもらっています。外泊中や外泊後の服薬状況を確認していきましょう。
・東野　愛様～主治医が変わったと言う妄想が取れず、昨日も目を見開いて「診察してもらっているので大丈夫です、ご安心ください。」と話しています。奇声も聞かれる事が多く見られています。外泊など気分転換を取り入れ、日中起きて活動する時間を増やしてもらうようにしていきましょう。
・神田　直樹様～気分高く、他者の頭をこずく事やニヤツキ見られます。他者トラブルに注意していきましょう。母様からは治験に対して許可出ています。
・澁屋　智子様～退院の事を考え自室で泣いている様子があります。その為か作業や昼食を拒否されています。離婚についての進捗状況を姉様に連絡し確認する必要があります。
・下村　光子～八木田勝則様に対して「東にいる時から近づいてくる、何かされているわけじゃないが気持ち悪い。」と話されています。適度距離を取るよう説明しています。
・八木田　勝則様～下村光子様と東病棟にいた時、下村様に対して「可愛い」と声を掛け、距離を詰めている様子があります。下村様からの情報提供な為、真偽は確かではありません。他者トラブルにならないよう行動注意して見ていきましょう。
・中居　松男様～同室者のリハパン交換などに対して易怒性あり大声出す様子があります。一時的だとは思いますが他者トラブルに注意していきましょう。

＜退院支援状況確認＞

・三浦美幸様～東光園が決まれば10月には退院見込みです。
・長嶺　孝様～一人暮らしか施設か様子を見るため外泊訓練をしていく予定です。外泊日時が決まり次第姉様より連絡が来ることになっています。
・八木田　勝則様～青山荘見学しているが、本人は拒否している状況です。

・小山田　順様～介護保険申請していく予定です。施設入所の方向となっています。
＜金Dr.退院支援委員会＞
・村舘　ミネ様～施設入所の方向ですが、家族の理解得られず非協力的です。ADLの維持をしていきましょう。
・東野　愛様～外泊訓練を続け自宅退院を目指していきましょう。

・井畑　芳則様～入院形態を措置から医療保護へ切替えしたばかりで、転入し環境も変化したばかりの為、経過観察して病棟に慣れてもらうようにしていきましょう。その後、退院前訪問等実施していく予定です。

・鳴瀬　裕之様～施設入所の方向ですが、母様とのリモート面会を勧めていきましょう。

・三浦美幸様～東光園が決まれば10月には退院見込みです。
・沼山　真紀子様～昨日父様から電話あり「本人が十和田のケースワーカーに連絡を取ってくれと何度も連絡が来て困る」と情報ありました。当院ではまだ退院の話もない事、方向性も決まっていない事など伝えています。また、退院先がGHとは限らない事、アパートも選択肢には入る事伝える。 父様としては今までの経過から勝手を押し切ろうとするため、アパートに住んだら勝手な事ばかりすると不安の様子です。その後本人から確認したところ父がアパートはダメというので十和田のアセンドハウスに電話を掛けたら空いているから父へそこのケースワーカーへ電話を掛けるように迫ったようです。勝手に行動せず時期が来たらスタッフや主治医から父様には説明、介入してもらうよう伝えています。現段階では生活訓練は必要なく、周囲と上手く生活できない事から単身生活を進めていきましょう。父様へも少しずつ理解を示してもらう様働きかけを行っていく必要があります。
